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を
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沢
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柱
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ミ
イ
子

帰
省
し
て
校
歌
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川
に
遊
び
け
り

大
八
木
喜
重
郎

上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
の
最
大
の
特
徴
は
、「
大
型

の
瓦
葺
倉
庫
」
の
存
在
で
す
。
正
倉
域
の
ほ
ぼ
中
央
部

に
建
て
ら
れ
た
こ
の
建
物
は
、
東
西
31
・
４
ｍ
×
南
北

９
・
０
ｍ
と
非
常
に
大
き
な
建
物
で
す
。
奈
良
県
の
東

大
寺
正
倉
院
と
大
き
さ
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
か
ら
、
い
か

に
巨
大
な
建
物
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
建
物
が
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
大

き
さ
か
ら
も
明
ら
か
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
よ
う
な
建
物
は
奈
良
時
代
の
全
国
の
郡
役
所
で

見
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
東
日
本
、
特
に
下
野
国

（
現
在
の
栃
木
県
）、
陸
奥
国
（
現
在
の
東
北
地
方
）、
常

陸
国
（
現
在
の
茨
城
県
）
を
中
心
に
存
在
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
文
献
資
料
で
も
、
郡
役
所
の
正
倉

に
存
在
す
る
大
型
建
物
を
「
法
倉

ほ
う
そ
う

」
と
呼
び
、
飢
饉
な

ど
の
際
に
、
米
な
ど
の
食
料
を
人
々
に
支
給
す
る
た
め

の
、
特
別
な
倉
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
法
倉
」
が
瓦
葺
建

物
で
あ
っ
て
も
、
他
の
正
倉
内
の
建
物
に
、
瓦
が
葺
か

れ
る
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
事
実
か
ら
も
、「
法
倉
」
が

特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。
わ
ざ
わ
ざ
飢
饉
に
備
え
る
た
め
の
倉
庫
を
大
き
く

し
て
瓦
を
葺
い
た
こ
と
は
、
支
配
の
象
徴
と
し
て
の
意

味
合
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
上
神
主
・

茂
原
官
衙
遺
跡
で
は
「
法
倉
」
と
断
定
で
き
な
い
状
況

も
み
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
の
遺
跡
の
特
徴
で
あ
る
人
名
文
字
瓦
の

存
在
で
す
。
人
名
文
字
瓦
に
つ
い
て
は
、
瓦
を
作
成
す

る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
、
郡
内
の
有
力
者
達
が
作
成
し

た
証
と
し
て
、
記
名
し
た
と
考
え
る
説
が
有
力
で
す
が
、

「
法
倉
」
と
は
違
い
、
特
別
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
人
名
文
字
瓦
が
葺
か
れ
た
と
も
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
大
型
の
瓦
葺
建
物
が
廃
絶
さ
れ
た

時
期
が
、
蝦
夷
征
討
事
業
の
終
了
時
期
と
重
な
る
こ
と

か
ら
、
軍
事
的
な
意
味
で
考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
建
物
の
存
在
は
、
上
神
主
・
茂
原

官
衙
遺
跡
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要
な
鍵
と
な
る
の
で
す
。

現
在
、
上
神
主
・
茂
原
官
衙
遺
跡
で
は
今
後
の
活
用

に
向
け
て
、
東
山
道
跡
や
大
型
瓦
葺
建
物
跡
周
辺
の
内

容
確
認
の
た
め
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
11
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
現
地
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
普
段
も
発
掘
調
査
に
支
障

が
無
い
範
囲
で
の
見
学
は
自
由
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
来
訪
く
だ
さ
い
。

大
型
の
瓦
葺
倉
庫

瓦葺建物があった場所は1300年がたった
今は山林になっています


